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III．子どもの生活実態調査結果 

１．小学生調査結果の分析 

１． 回答者の属性 

（１） 小学校区 

小学校区は、割合の高い順に、「豊川南小学校区」（11.9％）、「西小学校区」（10.4％）、

「箕面小学校区」（9.8％）、「南小学校区」（9.8%）等となっています。 

図表 III-1 小学校区 

9.8

8.0

10.4

10.1

7.3

6.5

5.2

3.7

9.8

8.0

7.0

10.4

8.8

8.9

11.9

12.2

9.3

6.7

8.5

11.0

7.5

6.5

0.5

0.5

5.9

3.1

1.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

箕面小学校区 西小学校区 止々呂美小学校区 萱野小学校区

北小学校区 萱野北小学校区 南小学校区 西南小学校区

萱野東小学校区 豊川南小学校区 中小学校区 東小学校区

豊川北小学校区 無回答
 

 

（２） 性別 

性別は、「男性」が46.4％、「女性」が53.4％となっており、前回調査よりも「女性」

の割合が上昇しています。 

図表 III-2 性別[N=386] 

46.4

51.9

53.4

47.9

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

男性 女性 無回答
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（３） 家族構成 

家族構成は、「核家族」の割合が最も高く77.5％、次いで、「三世代」（16.8％）、「ひと

り親家庭」（5.2%）の順に高い割合となっています。 

図表 III-3 家族構成[N=386] 

核家族, 77.5%

三世代, 16.8%

その他, 0.3%

無回答, 0.3%

ひとり親家庭, 5.2%

 
 

（４） きょうだいの有無 

きょうだいの有無については、「いる」という人が87.8％、「いない（自分だけ）」とい

う人が12.2%となっています。 

図表 III-4 きょうだいの有無 

12.2

7.5

87.8

85.5

0.0

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,195]

いない（自分だけ） いる 無回答

 
※前回の回答者は、小学６年生の保護者である。 
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きょうだいが「いる」と回答した人に、きょうだいの人数を聞いたところ、「２人」の割

合が最も高く65.5％、次いで「３人」の割合が高く28.9%となっています。また、きょ

うだいの何番目かについては、割合の高い順に、「１番目」（48.7％）、「２番目」（37.5％）

となっています。 

図表 III-5 きょうだいの人数[N=339] 

２人, 65.5%

３人, 28.9%

４人以上, 3.5%
無回答, 2.1%

 

図表 III-6 きょうだいの中で何番目か[N=339] 

１番目, 48.7%

２番目, 37.5%

３番目以降, 11.8%

無回答, 2.1%
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２． 家庭での様子 

（１） 朝食の頻度 

朝食をとる頻度を聞いたところ、「毎日食べている」という人が大半を占めており、

87.3％となっています。一方、「食べない日もある」という人の割合は10.6%となってい

ます。前回調査と比較すると、「毎日食べている」という人の割合は12.9 ポイント上昇し

ています。 

図表 III-7 朝食をとる頻度 

87.3

74.4

10.6

20.5 5.0

1.6

0.0

0.5

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

毎日食べている 食べない日もある ほとんど食べない 食べない 無回答

 
※「食べない」は、今回調査のみの選択肢である。 

（２） 家族とのかかわり 

学校から帰ってきた時に家にいる人を聞いたところ、「母親」の割合が最も高く71.5％、

次いで、「きょうだい」（42.5％）、「祖父母」（13.5%）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「母親」（＋8.7 ポイント）、「きょうだい」（＋3.7 ポイント）の

割合が上昇しており、「だれもいない」の割合が11.2 ポイント低下しています。 

図表 III-8 学校から帰ってきた時に家にいる人[複数回答] 

4.9

71.5

42.5

13.5

4.4

10.9

1.3

5.4

62.8

38.8

12.7

6.6

22.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親

母親

きょうだい

祖父母

その他

だれもいない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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夕食をだれと食べることが多いか聞いたところ、「母親」（91.5％）、「きょうだい」

（80.6％）の割合が高くなっています。また、「父親」の割合は37.8%となっています。 

前回調査と比較すると、「母親」（＋4.3 ポイント）、「祖父母」（＋3.4 ポイント）の割合

が上昇しており、「ひとりで食べる」の割合が2.0 ポイント低下しています。 

図表 III-9 夕食をだれと食べることが多いか[複数回答] 

37.8

91.5

80.6

12.7

1.8

1.3

0.0

36.0

87.2

81.9

9.3

2.2

3.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親

母親

きょうだい

祖父母

その他

ひとりで食べる

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 

 

夕食を自分で買って食べることがあるかを聞いたところ、「自分で買って食べない」とい

う人が大半を占めており、96.6％となっています。また、「週に１～２日くらい」という

人の割合は2.3%となっています。 

図表 III-10 夕食を自分で買って食べることがあるか[N=386] 

自分で買って食べな

い, 96.6%

ほとんど毎日, 0.0%

無回答, 1.0%

週に３～４日くらい,

0.0%
週に１～２日くらい,

2.3%
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家族で一緒に食事をする頻度を聞いたところ、「ほとんど毎日」という人の割合が最も高

く82.6％、次いで「週に１～２日くらい」という人の割合が高く8.5%となっています。 

図表 III-11 家族で一緒に食事をする頻度[N=386] 

ほとんど毎日, 82.6%

一緒に食べない,

0.0%

週に３～４日くらい,

5.7%

週に１～２日くらい,

8.5%

無回答, 3.1%

 
 

祖父母と会う頻度について聞いたところ、「ときどき会っている」という人の割合が最も

高く48.2％、次いで「毎日または毎日のように会っている」（23.8％）、「年に１～３回ぐ

らい会っている」（21.8%）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「毎日または毎日のように会っている」（＋3.5 ポイント）、「と

きどき会っている」（＋5.5 ポイント）の割合が上昇しており、「ほとんど会わない」とい

う人の割合が5.1 ポイント低下しています。 

図表 III-12 祖父母と会う頻度 

23.8

20.3

48.2

42.7

21.8

24.9

3.4

8.5
2.1

0.5

1.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

毎日または毎日のように会っている ときどき会っている

年に１～３回ぐらい会っている ほとんど会わない

おじいさんやおばあさんはいない 無回答
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（３） 家の手伝い 

普段している家の手伝いを聞いたところ、「食事のじゅんび」（53.1％）、「おふろのじゅ

んび・そうじ」（45.1％）が高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「特にない」という人の割合が 9.1 ポイント低下しており、何

らかの手伝いをしている人は概ね上昇傾向にあります。 

図表 III-13 普段している家のお手伝い[複数回答] 

28.8

53.1

36.5

31.6

27.2

45.1

25.1

32.1

25.6

23.6

30.8

22.5

25.6

2.6

6.7

1.6

14.1

29.3

27.4

17.2

27.8

23.1

11.2

21.8

13.2

19.3

18.7

11.5

28.9

2.7

15.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

料理の手伝い

食事のじゅんび

食事のあとかたづけ

せんたくものをたたむ・しまう

部屋のそうじ

おふろのじゅんび・そうじ

くつ（うわばき）をあらう

ふとんのあげおろし・ベッドをととのえる

買い物

ごみ出し

新聞をとってくる

弟や妹などの世話

動物の世話

その他

特にない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※前回調査では、「おふろのじゅんび・そうじ」は「風呂そうじ」、「くつ（うわばき）をあらう」は「靴をあ
らう」、「ふとんのあげおろし・ベッドをととのえる」は「ふとんをしく・たたむ」となっている。 
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（４） 親子関係 

父親との会話の頻度を聞いたところ、いずれの内容も「ほぼ毎日」という人の割合は約

2割以下となっています。「①学校の出来事について」「②勉強や成績のことについて」「⑧

TV番組や映画について」「⑨友だちのことについて」では、他の内容に比べて会話の頻度

が高くなっています。一方、「⑤悩みや心配事について」「⑦服装などの流行について」で

は会話の頻度が低くなっており、⑤では、「ほとんどない」という人の割合が69.7％とな

っています。 

母親との会話の頻度を聞いたところ、全体的に父親よりも頻度の高い人の割合が高くな

っています。「①学校の出来事について」「⑨友だちのことについて」は、他の内容に比べ

ても会話の頻度が高くなっており、「ほぼ毎日」という人の割合は、①で 67.9％、⑨で

53.9％となっています。一方、「③将来や進路のことについて」「⑤悩みや心配事について」

「⑦服装などの流行について」では、会話の頻度が低くなっており、⑤では、「ほとんどな

い」という人の割合が51.8％となっています。 

図表 III-14 父親との会話の頻度[N=386] 

20.5

13.5

8.0

8.5

13.7

18.7

14.0

12.4

19.7

16.6

6.2

10.9

14.5

17.6

15.0

13.0

27.7

28.5

23.1

21.2

14.0

22.3

14.2

26.7

27.5

26.4

24.4

32.9

53.9

51.6

69.7

42.5

69.2

30.1

35.8

40.2

7.8

8.5

8.8

7.8

8.8

7.0

8.3

7.0

7.8

8.0

3.4

4.1

4.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①学校の出来事について

②勉強や成績のことについて

③将来や進路のことについて

④近所での出来事について

⑤悩みや心配事について

⑥趣味について

⑦服装などの流行について

⑧TV番組や映画について

⑨友だちのことについて

⑩社会の出来事やニュースについて

ほぼ毎日 週に3～4日 週に1～2日 ほとんどない 無回答

 



191 

図表 III-15 母親との会話の頻度[N=386] 

67.9

36.5

16.6

26.4

15.5

28.5

17.1

36.3

53.9

23.1

16.8

21.8

9.1

14.2

8.8

15.0

14.2

24.4

21.8

17.1

8.8

22.0

28.2

22.8

18.9

23.3

21.0

21.8

15.0

25.9

15.3

42.0

32.1

51.8

29.0

42.7

13.2

6.0

29.0

4.4

4.1

4.4

4.9

4.1

4.9

4.9

3.1

4.4

3.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①学校の出来事について

②勉強や成績のことについて

③将来や進路のことについて

④近所での出来事について

⑤悩みや心配事について

⑥趣味について

⑦服装などの流行について

⑧TV番組や映画について

⑨友だちのことについて

⑩社会の出来事やニュースについて

ほぼ毎日 週に3～4日 週に1～2日 ほとんどない 無回答

 
 

親との関係について聞いたところ、「悪いことをしたときにしかってくれる」（93.0％）、

「いいことをしたときにほめてくれる」（85.0）、「勉強を教えてくれる」（72.3%）の順

に高い割合となっています。 

図表 III-16 親との関係について[N=386；複数回答] 

72.3

85.0

93.0

67.1

15.8

65.3

38.3

16.1

10.1

8.8

7.0

14.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強を教えてくれる

いいことをしたときにほめてくれる

悪いことをしたときにしかってくれる

困ったときに相談にのってくれる

あなたのことを大人として扱ってくれる

あなたの意見や考え方をきいてくれる

いつも「勉強しなさい」と言う

友だちづきあいのことなど、何にでもすぐ口出しをする

約束したことを守ってくれない

話をよくきいてくれずに、自分の考えをおしつける

勝手に机の中をみるなど、プライバシーを守らない

お父さんとお母さんの意見が違って困る

無回答
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３． 普段の生活の様子 

（１） 基本生活時間 

平日の就寝時間は、「22 時台」（49.0％）、「23 時台」（29.3％）の順に高い割合とな

っています。休前日の就寝時間は、「23 時台」（41.2％）、「22 時台」（34.2％）の順に

高い割合となっています。休日の就寝時間は、「22時台」（39.1％）、「23時台」（34.2％）

の順に高い割合となっています。休前日や休日では、平日に比べて就寝時間が遅くなって

おり、「24 時台」の割合が平日では 4.1％であるのに対し、休前日では 11.4％、休日で

は11.9％となっています。 

図表 III-17 平日・休前日・休日の就寝時間[N=386] 

1.3

0.8

1.6

14.0

8.5

9.3

49.0

34.2

39.1

41.2

34.2

11.4

11.9

29.3
4.1

0.5

1.8

1.3

0.3

0.3

0.5

1.6

1.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休前日

休日

21時前 21時台 22時台 23時台 24時台 25時台 26時以降 無回答

 

 

平日の起床時間は、「７時台」の割合が最も高く73.8％、次いで、「６時台」の割合が高

く22.8%となっています。休日の起床時間は平日に比べて分散しており、割合の高い順に、

「８時台」（31.6％）、「９時台」（24.9％）、「７時台」（21.2%）となっています。休日

は平日に比べて起床時間が遅くなっています。 

図表 III-18 平日・休日の起床時間[N=386] 

0.5

1.3

22.8

7.0

73.8

21.2 31.6 24.9

0.8

0.3

0.3

8.0

0.0

3.9

1.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

６時前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時台 11時以降 無回答
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平日の睡眠時間は、「９時間台」（41.5％）と「８時間台」（39.6%）の割合が高くなっ

ています。休日の睡眠時間は平日に比べて分散しており、割合の高い順に、「10時間台」

（32.9％）、「９時間台」（29.0％）となっています。休日は平日に比べて睡眠時間が長く

なっており、「11時間台」という人の割合も13.5％となっています。 

図表 III-19 平日・休日の睡眠時間[N=386] 

8.0

3.4 13.0 29.0

0.3

0.3

1.8

0.8
39.6 41.5

32.9

7.5

13.5

0.5

3.9

0.3
1.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

６時間未満 ６時間台 ７時間台 ８時間台 ９時間台
10時間台 11時間台 12時間以上 無回答
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（２） 平日の放課後の過ごし方 

平日の放課後にいる場所を聞いたところ、「自分の家やそのまわり」という人の割合が最

も高く 82.1％、次いで、「友だちの家」（65.3％）、「学校の運動場や教室」（51.0%）の

順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「学校の運動場や教室」（＋29.1 ポイント）、「近くの公園や広場」

（＋21.6 ポイント）という人の割合が上昇しています。 

図表 III-20 平日の放課後にいる場所[複数回答] 

82.1

65.3

3.6

51.0

45.9

4.4

7.3

11.9

3.9

2.6

43.5

6.5

1.8

0.5

1.3

76.3

62.4

2.7

21.9

24.3

4.0

9.4

10.9

9.6

9.3

49.8

14.9

3.7

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の家やそのまわり

友だちの家

しんせきの家

学校の運動場や教室

近くの公園や広場

川や池

（学校以外の）体育館・グランド・プールなど

図書館・公民館などの公共施設

商店街・スーパー

コンビニ

塾や習いごとの場所

書店・ＣＤショップ

ゲームセンター

その他

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※前回調査では、「学校の運動場や教室」は「学校の運動場・体育館・教室」、「近くの公園や広
場」は「公園や広場」、「（学校以外の）体育館・グランド・プールなど」は「体育館・グランド・プー
ルなど」、「書店・CD ショップ」は「本屋・ビデオ店」となっている。 
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平日の放課後にしていることを聞いたところ、「塾や習いごと」（54.1％）、「勉強をする」

（52.8％）、「のんびりする」（49.7%）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「公園、広場などで遊ぶ」「野球やサッカーなどのスポーツをす

る」「音楽をきく」「おしゃべりをする」「のんびりする」「勉強をする」等の割合が上昇し

ています。 

図表 III-21 平日の放課後にしていること[複数回答] 

47.2

17.6

44.0

1.8

24.4

10.1

18.7

43.8

48.4

39.6

21.5

8.5

29.8

54.1

42.5

49.7

52.8

20.2

2.6

1.6

6.7

12.1

29.0

5.3

27.4

8.8

26.8

50.4

50.6

47.9

13.7

0.0

18.6

48.7

28.9

39.4

35.4

14.2

3.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園、広場などで遊ぶ

絵を描いたり、物を作ったりする

野球やサッカーなどのスポーツをする

魚つり、虫とり、草花をつんで遊ぶ

自転車、スケートボードなどに乗る

トランプや将棋などで遊ぶ

カードゲームで遊ぶ

読書（マンガや雑誌もふくむ）

テレビゲームなどで遊ぶ

テレビやビデオ（ＤＶＤ）などをみる

パソコンでインターネット（ネットゲームなど）をする

携帯電話でメールなどをする

音楽をきく

塾や習いごと

おしゃべりをする

のんびりする

勉強をする

家事の手伝いをする

その他

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※前回調査では、「公園、広場などで遊ぶ」は「公園など遊具や砂場で遊ぶ」、「自転車、スケート
ボードなどに乗る」は「自転車、一輪車、ローラースケート、キックボードに乗る」、「パソコンでイ
ンターネット（ネットゲームなど）をする」は「パソコン（インターネットやメール）をする」となってい
る。 
※「携帯電話でメールなどをする」は今回調査のみの選択肢である。 
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平日の放課後に一緒にいる人を聞いたところ、「同じクラスの友だち」という人の割合が

最も高く 77.5％、次いで、「お母さん」（53.9％）、「きょうだい」（43.0%）、「ちがうク

ラスの友だち」（42.5％）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「同じクラスの友だち」（＋7.8 ポイント）、「お母さん」（＋

13.8％）の割合が上昇しており、「ひとりで」の割合が11.6 ポイント低下しています。 

図表 III-22 平日の放課後に一緒にいる人[複数回答] 

77.5

42.5

17.1

18.4

43.0

53.9

7.3

9.3

1.6

11.7

1.8

69.7

44.6

19.9

22.2

43.5

40.1

7.6

6.2

2.7

23.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同じクラスの友だち

ちがうクラスの友だち

近所の友だち

塾や習いごとの友だち

きょうだい

お母さん

お父さん

おじいさんやおばあさん

その他

ひとりで

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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（３） 休みの日の過ごし方 

休みの日のすごし方について聞いたところ、「のんびりする」（64.5％）、「家族と外出す

る」（57.3％）、「勉強をする」（50.5%）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「平日と同じ遊びをする」という人の割合が低下しているのに対

し、それ以外の過ごし方では割合が上昇しており、特に「勉強をする」「家族と外出する」

という人の割合が上昇しています。 

図表 III-23 休みの日のすごし方[複数回答] 

29.8

64.5

50.5

25.4

23.1

29.3

19.9

15.0

57.3

30.6

2.1

11.9

2.3

5.2

1.6

43.0

55.2

30.8

24.6

14.7

26.2

12.5

13.0

13.0

0.0

0.0

3.3

0.0

10.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日と同じ遊びをする

のんびりする

勉強をする

塾や習いごとにいく

家事の手伝いをする

買い物をする　

映画・スポーツをみる

友だちと遠出する

家族と外出する

スポーツ活動（スイミング、野球など）をする

文化活動（合唱団など）をする

地域活動（こども会など）をする

ボランティア活動をする

その他

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※前回調査では、「家族と外出する」は「家族とハイキングや旅行に出かける」、「地域活動（こども
階など）をする」は「地域活動やボランティア活動をする」となっている。 
※「スポーツ活動（スイミング、野球など）をする」「文化活動（合唱団など）をする」「ボランティア活
動をする」は、今回調査のみの選択肢である。 
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（４） 塾や習いごと 

塾や通信教育をしているか聞いたところ、「学習塾・教室」という人の割合が最も高く

47.7％、次いで、「定期的に教材が届く通信教育」（24.6％）、「何もしていない」（21.5%）

の順に高い割合となっています。 

図表 III-24 塾や通信教育をしているか[N=386；複数回答] 

47.7

12.7

24.6

2.6

21.5

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習塾・教室

計算などのプリント

定期的に教材が届く通信教育

家庭教師

何もしていない

無回答

 

 

塾や通信教育をしていると回答した人に、１週あたりの回数を聞いたところ、「①学習

塾・教室」では、「２回」の割合が最も高くなっています。「②計算などのプリント」では、

「５回以上」（49.0％）、「２回」（28.6％）の順に高い割合となっています。「③通信教育」

では、「５回以上」（35.8％）、「１回以下」（26.3％）の順に高い割合となっています。 

図表 III-25 塾や通信教育の１週あたりの回数 

26.3

80.0

10.5

20.0

19.6

6.1

9.5

0.0

6.1

7.4

49.0

35.8

16.3

4.1

48.4

28.6

0.0

6.5

0.0

8.2

0.0

1.1

6.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①学習塾・教室 [N=184]

②計算などのプリント

[N=49]

③通信教育 [N=95]

④家庭教師 [N=10]

１回以下 ２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答
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塾や通信教育をする理由を聞いたところ、「成績を上げるため」という人の割合が最も高

く 61.9％、次いで、「将来仕事に役立つように」（32.6％）、「親にすすめられたから」

（32.6％）の割合が高くなっています。 

図表 III-26 塾や通信教育をする理由[N=273；複数回答] 

61.9

24.9

10.6

19.0

9.9

32.6

8.1

32.6

11.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成績を上げるため

学校の勉強だけではよくわからないから（ついていけないから）

希望する中学に行きたいから

希望する高校に行きたいから

希望する大学に行きたいから

将来仕事に役立つように

友だちが通っているから

親にすすめられたから

その他

無回答

 
塾以外の習いごとをしているかを聞いたところ、「スポーツ関係（スイミング・野球・サ

ッカーなど）」の割合が最も高く49.2％、次いで、「音楽関係（ピアノ・バイオリンなど）」

の割合が高く26.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「スポーツ関係（スイミング・野球・サッカーなど）」の割合が

7.2 ポイント上昇しています。 

図表 III-27 塾以外の習いごとをしているか[複数回答] 

14.5

7.0

18.7

26.7

49.2

0.8

7.8

0.8

4.1

18.1

2.8

17.2

7.1

20.0

28.2

42.0

3.3

6.1

0.3

4.7

18.5

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

習字

そろばん

語学関係（英会話など）

音楽関係（ピアノ・バイオリンなど）

スポーツ関係（スイミング・野球・サッカーなど）

美術関係（絵画・造形教室など）

ダンス・バレエ・演劇など

お茶・お花など

その他

何もしていない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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塾以外の習いごとをしていると回答した人に、１週あたりの回数を聞いたところ、大半

の習いごとでは、「１回以下」の割合が最も高くなっています。「②そろばん」では、「３回」

の割合が最も高く51.9％となっています。また、「⑤スポーツ関係（スイミング・野球・

サッカーなど）」では、「１回以下」（45.8％）に次いで、「２回」の割合も高く 35.3％と

なっています。 

図表 III-28 塾以外の習いごとの１週あたりの回数 

81.9

95.1

45.8

100.0

66.7

66.7

56.3

35.3

13.3

31.3

51.9

7.9

10.0

6.3

33.3

11.1

92.9

12.5

1.9

0.0

0.0

33.3

3.6

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

3.2

0.0

3.3

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

5.3

0.0

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

6.3

2.8

0.0

1.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①習字 [N=56]

②そろばん [N=27]

③語学関係（英会話など） [N=72]

④音楽関係（ピアノ・バイオリンなど） [N=103]

⑤スポーツ関係（スイミング・野球・サッカーなど）

[N=190]

⑥美術関係（絵画・造形教室など） [N=3]

⑦ダンス・バレエ・演劇など [N=30]

⑧お茶・お花など [N=3]

⑨その他 [N=16]

１回以下 ２回 ３回 ４回 ５回以上 無回答
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習いごとをして思うことを聞いたところ、「今までできなかったことができるようになっ

た」という人の割合が最も高く72.1％、次いで「学校で役に立った」という人の割合が高

く51.5％となっています。 

前回調査と比較すると、メリットを感じている内容は上昇しており、デメリットを感じ

ている内容は低下しています。具体的には、「今までできなかったことができるようになっ

た」（＋20.0 ポイント）、「人にほめてもらうことができた」（＋15.3 ポイント）等の割合

が上昇しており、「忙しくなって、遊ぶ時間が減った」（－7.0 ポイント）、「できればやめ

たい」（－6.7 ポイント）の割合が低下しています。 

図表 III-29 習いごとをして思うこと[複数回答] 

72.1

45.2

51.5

47.5

43.0

26.9

15.7

19.7

17.7

2.3

0.3

3.6

4.6

5.6

4.3

0.0

52.1

32.8

38.3

40.2

27.7

19.6

9.5

13.0

24.7

6.5

0.5

5.7

11.3

8.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今までできなかったことができるようになった

体がじょうぶになった

学校で役に立った

友だちがふえた

人にほめてもらうことができた

将来やりたいことがみつかった

好きな先生ができた

親がよろこぶ

忙しくなって、遊ぶ時間がへった

楽しくない

友だちがへった

しかられることがふえた

できればやめたい

あまり何も思わない

その他

無回答

今回調査 [N=305]

前回調査 [N=982]

 
※前回調査は、「その他」と無回答を除いた集計結果である。 
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４． 友人関係 

（１） 何でも話せる友だちの人数 

悩みごとや自分が話したいことなど何でも話せる友だちの人数を聞いたところ、「５人未

満」（38.1％）、「５人以上10人未満」（25.1％）の順に高い割合となっています。また、

「いない」という人の割合は8.5％となっています。 

図表 III-30 悩みごとや自分が話したいことなど何でも話せる友だちの人数[N=386] 

いない, 8.5%

５人未満, 38.1%

５人以上10人未満,
25.1%

10人以上20人未満,
16.6%

20人以上, 5.7%

無回答, 6.0%

 
 

うち、同性の友だちの人数は、「５人未満」（39.1％）、「５人以上10人未満」（23.1％）

の順に高い割合となっています。前回調査と比較すると、「いない」「10 人以上 20 人未

満」の割合が上昇しており、「５人未満」「５人以上10人未満」の割合が低下しています。 

図表 III-31 何でも話せる同性の友だちの人数 

8.5

5.8

39.1

45.0

23.1

25.6

12.4

11.0

3.4

4.5

13.5

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

いない ５人未満 ５人以上10人未満 10人以上20人未満 20人以上 無回答

 
※「何でも話せる同性の友だちの人数」は、前回調査のみの設問であるため、前問の「何でも話せ
る友だちの人数」から、次問の「うち、異性の友だちの人数」を差し引いたものを、今回調査の集
計結果としている。 
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また、異性の友だちの人数は、「いない」の割合が最も高く58.8％、次いで、「５人未満」

の割合が高く 22.0%となっています。前回調査と比較すると、「５人未満」の割合が上昇

しています。 

図表 III-32 何でも話せる異性の友だちの人数 

58.8

57.5

22.0

18.5 3.5

12.7

17.9

3.4

1.4

2.8

1.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

いない ５人未満 ５人以上10人未満 10人以上20人未満 20人以上 無回答

 
 

（２） 年齢の異なる子とのかかわり 

学年のちがう子と遊ぶことがあるか聞いたところ、「年下の小学生と遊ぶ」という人の割

合が最も高く 64.8％、次いで、「小学生と遊ぶ」という人の割合が高く 50.8%となって

います。 

前回調査と比較すると、「高校生より年上の人と遊ぶ」（－8.2 ポイント）、「中学生と遊

ぶ」（－12.3 ポイント）、「遊ぶことはほとんどない」（－5.9 ポイント）という人の割合が

低下しています。 

図表 III-33 学年のちがう子と遊ぶことがあるか[複数回答] 

11.7

29.8

64.8

50.8

26.4

11.1

2.8

19.9

42.1

61.0

0.0

27.0

17.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生より年上の人と遊ぶ

中学生と遊ぶ

年下の小学生と遊ぶ

小学生と遊ぶ

幼稚園より年下の子のめんどうをみたり、遊んだりす

る

遊ぶことはほとんどない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※「小学生と遊ぶ」は今回調査のみの選択肢である。 



204 

赤ちゃんをだっこしたり、あやしたりすることがあるか聞いたところ、「ほとんどない」

という人の割合が最も高く57.5％、次いで、「少しはある」という人の割合が高く26.4%

となっています。 

前回調査と比較すると、経験のある人の割合が低下しており、「ほとんどない」という人

の割合が20.5 ポイント上昇しています。 

図表 III-34 赤ちゃんをだっこしたり、あやしたりすることがあるか 

14.0

22.4

26.4

39.7

57.5

37.0

2.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

よくある 少しはある ほとんどない 無回答

 
 

（３） ケンカ、いじめに対する考え 

ケンカをした経験の有無については、「ある」という人が 86.0％、「ない」という人が

10.9%となっています。 

前回調査と比較すると、「ある」という人の割合が5.0 ポイント低下しています。 

図表 III-35 ケンカをした経験の有無 

86.0

91.0

10.9

7.6

3.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

ある ない 無回答
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友だち同士のケンカを見たときに思うことを聞いたところ、割合の高い順に、「ケンカは

よくない」（20.5％）、「仲直りすれば、べつにしてよい」（18.1％）、「友だちだからケン

カしても当たり前」（17.1%）となっています。 

前回調査と比較すると、「友だちだからケンカしても当たり前」という人の割合は 9.2

ポイント低下しており、「仲直りすれば、べつにしてよい」という人の割合は 3.6 ポイン

ト上昇しています。 

図表 III-36 友だち同士のケンカを見たときに思うこと 

17.1

26.3

16.3

15.5

18.1

14.5

5.4

4.7

10.9

9.1

20.5

18.8

6.0

8.1

3.6

1.8
1.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

友だちだからケンカしても当たり前 こそこそするよりは、はっきりしてよい
仲直りすれば、べつにしてよい けがをさせなければよい
手を出すのはよくない ケンカはよくない

その他 わからない
無回答  

いじめを見たときの対処方法を聞いたところ、割合の高い順に、「先生に知らせる」

（39.1％）、「他の友だちに知らせる」（38.3％）、「いじめをやめるよう、注意する」

（34.2％）となっています。 

前回調査と比較すると、「見て見ぬふりをする」（－5.2 ポイント）、「いじめをやめるよ

う、注意する」（－5.7 ポイント）の割合が低下しており、「「他の友だちに知らせる」（＋

6.2 ポイント）、「自分の家族に知らせる」（＋14.5 ポイント）の割合が上昇しています。 

図表 III-37 いじめを見たときの対処方法[複数回答] 

11.1

34.2

2.3

39.1

38.3

31.1

2.8

32.9

5.4

3.4

16.3

39.9

4.9

34.2

32.1

16.6

4.6

31.9

4.3

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見て見ぬふりをする

いじめをやめるよう、注意する

いじめる仲間に加わる

先生に知らせる

他の友だちに知らせる

自分の家族に知らせる

いじめられている子の家族に知らせる

いじめられている子に声をかける

その他

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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５． 地域での様子 

（１） 地域の大人とのかかわり 

近所に知っている大人がいるか聞いたところ、「あいさつをするぐらいの大人がいる」と

いう人の割合が最も高く89.4％、次いで、「話したことはないが、顔だけ知っている大人

がいる」という人の割合が高く48.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「あいさつをするぐらいの大人がいる」（＋4.6 ポイント）、「話

したことはないが、顔だけ知っている大人がいる」（＋6.5 ポイント）という人の割合が上

昇しており、「家へ行ったり、来たりする大人がいる」（－6.1 ポイント）という人の割合

が低下しています。 

図表 III-38 近所に知っている大人がいるか[複数回答] 

89.4

11.7

24.6

48.4

4.4

0.5

84.8

9.3

30.7

41.9

3.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいさつをするぐらいの大人がいる

困ったときに話せる大人がいる

家へ行ったり、来たりする大人がいる

話したことはないが、顔だけ知っている大人がいる

ほとんど知らない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 

 

親や学校の先生以外の人にほめられたり、しかられたことがあるかを聞いたところ、「あ

る」という人は85.0％、「ない」という人は14.8％となっています。 

図表 III-39 親や学校の先生以外の人にほめられたり、しかられたことがあるか[N=386] 

ある, 85.0%

ない, 14.8% 無回答, 0.3%
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親や学校の先生以外の人にほめられたり、しかられたことが「ある」と回答した人に、

ほめられた人を聞いたところ、「自分の祖父母」（65.0％）、「塾や習いごとの先生」（57.3％）

が高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「近所の人」（＋7.1 ポイント）、「塾や習いごとの先生」（＋7.1

ポイント）という人の割合が上昇しています。 

図表 III-40 ほめられた人[複数回答] 

65.0

46.6

44.8

10.4

4.1

9.8

57.3

4.7

13.2

2.6

14.8

1.6

63.7

45.0

37.7

9.7

3.3

11.0

50.2

6.5

12.9

1.2

7.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の祖父母

親せきの人

近所の人

店の人

図書館や公民館などの人

こども会やボーイ・ガールスカウトなどの人

塾や習いごとの先生

病院の医師、看護師

そこにいた知らない人

その他

そんなことはなかった

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※「そんなことはなかった」は前回調査のみの選択肢である。 
※今回調査の集計結果は、前問で、親や学校の先生以外の人にほめられたり、しかられたことが
「ない」と回答した人数を「そんなことはなかった」の実数とし、すべての選択肢について全体の
サンプル数 386 に占める割合で集計している。 
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親や学校の先生以外の人にほめられたり、しかられたことが「ある」と回答した人に、

しかられた人を聞いたところ、「自分の祖父母」（39.9％）、「塾や習いごとの先生」（36.3％）

の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「自分の祖父母」（＋3.1 ポイント）、「塾や習いごとの先生」（＋

4.3 ポイント）という人の割合は上昇しており、「店の人」（－3.9 ポイント）、「そこにい

た知らない人」（－8.8 ポイント）という人の割合は低下しています。 

図表 III-41 しかられた人[複数回答] 

39.9

16.6

15.0

4.1

5.2

2.8

36.3

1.6

13.7

2.3

14.8

17.9

36.8

15.9

14.0

8.0

4.8

5.0

32.0

3.3

22.5

1.9

19.5

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の祖父母

親せきの人

近所の人

店の人

図書館や公民館などの人　

こども会やボーイ・ガールスカウトなどの人　

塾や習いごとの先生

病院の医師、看護師

そこにいた知らない人

その他

そんなことはなかった

無回答

今回調査 [N=328]

前回調査 [N=1,268]

 
※「そんなことはなかった」は前回調査のみの選択肢である。 
※今回調査の集計結果は、前問で、親や学校の先生以外の人にほめられたり、しかられたことが
「ない」と回答した人数を「そんなことはなかった」の実数とし、すべての選択肢について全体の
サンプル数 386 に占める割合で集計している。 
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（２） 子どもの安全確保 

学校の行き帰りなど普段通る道で、こわい思いやいやな思いをした場所を聞いたところ、

「そのような場所はない」という人の割合が最も高く38.6％となっています。また、場所

を回答した人の中では、「夜になると暗くてこわい場所」（32.9％）、「人通りが少なく、さ

びしい場所」（25.4％）の順に高い割合となっています。 

図表 III-42 こわい思いやいやな思いをした場所[N=386；複数回答] 

25.4

17.4

10.9

12.4

32.9

6.5

2.1

8.8

4.9

4.4

38.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人通りが少なく、さびしい場所

車が急に飛び出してきて危ない場所

交通量が多く危険な場所

道幅が狭く危険な場所

夜になると暗くてこわい場所

木などに囲まれて、外から見えにくい場所

工場、倉庫などがあって、外から見えにくい場所

不審者（あやしい人）などが出る場所

夜になると人が集まっていて通りづらい場所

その他

そのような場所はない

無回答

 

 

危ない目やこわい目にあったことがあるか聞いたところ、「ある」という人は34.2％、

「ない」という人は62.2％となっています。 

図表 III-43 危ない目やこわい目にあった経験の有無[N=386] 

ある, 34.2%

ない, 62.2%

無回答, 3.6%
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危ない目やこわい目にあったことが「ある」と回答した人に、その内容を聞いたところ、

「車やバイクにはねられそうになった」（44.7％）、「不審者（あやしい人）に声をかけら

れた」（33.3％）が高い割合となっています。 

図表 III-44 その内容[N=132；複数回答] 

33.3

4.5

2.3

15.9

44.7

16.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不審者（あやしい人）に声をかけられた

不審者（あやしい人）につれていかれそうになった

不審者（あやしい人）になぐられたり、けられたりした

不審者（あやしい人）につきまとわれた

車やバイクにはねられそうになった

その他

無回答
 

 

普段から、自分自身の安全のために気をつけていることを聞いたところ、「知らない人に

はついて行かないなど気をつける」という人の割合が最も高く89.4％、次いで、「誰とど

こで遊ぶか、いつ帰るかを家の人に言ってから出かけるようにする」（66.6％）、「危険な

場所で遊ばないようにしている」（59.3％）の順に高い割合となっています。 

図表 III-45 安全のために気をつけていること[N=386；複数回答] 

89.4

29.8

39.9

45.9

44.8

59.3

66.6

49.0

47.9

33.7

8.3

14.0

1.3

3.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない人にはついて行かないなど気をつける

お父さんやお母さんと安全について話す

近所で不審者（あやしい人）が出ていないか常に気にしている

こわい、危ないと思ったときに逃げ込める場所（「こども１１０番の

家」など）を知っている

一人で外で遊ばないようにしている

危険な場所で遊ばないようにしている

誰とどこで遊ぶか、いつ帰るかを家の人に言ってから出かけるよう

にする

できるだけ、人通りがあり明るく大きな道を通るようにしている

帰宅時間を決めている

塾や習いごとなどで帰宅時間が遅くなるときは、家族の人にむか

えにきてもらう

外出するときは、防犯ブザーなどの防犯グッズをもつ

現在の位置を地図で示すＧＰＳ機能をもつ携帯電話をもつ

その他

特にしていない

無回答
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子どもの安全を守る取り組みで知っているものを聞いたところ、「登下校時における通学

パトロール」という人の割合が最も高く86.3％、次いで、「いざというときにかけこめる

「こども 110 番」や「動くこども 110 番」」（74.4％）、「前かごに「地域パトロールス

テッカー」をはった自転車でのパトロール」（67.1％）の順に高い割合となっています。 

図表 III-46 子どもの安全を守る取り組みで知っているもの[N=386；複数回答] 

36.8

86.3

74.4

67.1

8.3

13.2

59.6

0.3

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危険なところや問題なところがないかの点検

登下校時における通学パトロール

いざというときにかけこめる「こども110番」や「動くこども
110番」

前かごに「地域パトロールステッカー」をはった自転車で
のパトロール

（青いウサギの回転灯）青色防犯パトロール

わんわんパトロール隊によるパトロール

小学校でおこなっている「交通安全教室」や「不審者か
ら身を守るための寸劇」

その他

無回答
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（３） 地域活動への参加状況 

現在、参加している活動を聞いたところ、「参加していない」という人の割合が最も高く

40.4％となっています。参加している人の中では、「スポーツクラブ（野球・サッカー・

柔道など）」（34.5％）、「こども会」（27.2％）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「子ども会」の割合は5.8 ポイント低下しており、「スポーツク

ラブ（野球・サッカー・柔道など）」の割合は、6.6 ポイント上昇しています。 

図表 III-47 参加している活動[複数回答] 

27.2

34.5

2.3

3.4

4.7

0.3

0.3

1.0

40.4

2.8

33.0

27.9

2.4

3.3

1.7

0.8

1.2

1.5

40.1

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

こども会

スポーツクラブ（野球・サッカー・柔道など）

文化クラブ（合唱団など）

ボーイスカウト・ガールスカウト

ボランティア活動

サークル活動（観劇など）

かんきょう探偵団

その他

参加していない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

 
※前回調査では、「サークル活動（観劇など）」は「観劇のサークル」となっている。 
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活動に参加していると回答した人に、活動に参加して思うことを聞いたところ、「やって

いることが楽しい」という人の割合が最も高く77.6％、次いで、「友だちといっしょで楽

しい」（70.3％）、「体が丈夫になる」（53.9％）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、メリットを感じている内容の割合は上昇しており、デメリット

を感じている内容の割合は低下しています。具体的には、「体が丈夫になる」（＋17.1 ポイ

ント）、「礼儀正しくなる」（＋16.5 ポイント）という人の割合は上昇しており、「しんどい」

（－7.3 ポイント）、「休みの日はゆっくりしたい」（－6.2 ポイント）という人の割合は低

下しています。 

図表 III-48 活動に参加して思うこと[複数回答] 

77.6

32.0

53.9

32.4

70.3

47.0

13.2

31.5

3.2

6.4

7.3

2.7

4.1

0.9

70.3

16.8

36.8

15.9

57.9

35.0

9.3

22.3

8.5

13.7

13.5

5.1

2.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やっていることが楽しい

勉強になる・大きくなったら役に立つ

体が丈夫になる

礼儀正しくなる

友だちといっしょで楽しい

いろいろな人と会えて楽しい

親といっしょに楽しめる

年下の子に指導できるようになった

やっていることがあまり楽しくない

しんどい

休みの日はゆっくりしたい

自分たちの言うことを聞いてくれない

その他

無回答

今回調査 [N=219]

前回調査 [N=691]
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活動に「参加していない」と回答した人に、その理由を聞いたところ、「なんとなく」と

いう人の割合が最も高く49.4％となっています。理由を回答した人の中では、「知らない

人といっしょになるのが苦手」という人の割合が最も高く17.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「いっしょにいく友だちがいない」（＋6.5 ポイント）、「なんと

なく」（＋6.3 ポイント）という人の割合は上昇しており、「どんなことをするのかわから

ない」（－4.2 ポイント）、「遊ぶ時間がへる」（―10.4 ポイント）という人の割合は低下し

ています。 

図表 III-49 活動に参加していない理由[複数回答] 

17.3

15.4

17.3

17.9

12.2

17.3

49.4

11.5

1.9

21.5

16.3

10.8

18.9

22.6

18.7

43.1

9.3

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんなことをするのかわからない

親がすすめない

いっしょにいく友だちがいない

知らない人といっしょになるのが苦手

遊ぶ時間がへる

忙しくて行く日がない

なんとなく

その他

無回答

今回調査 [N=156]

前回調査 [N=508]
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行ったことのある行事や催しを聞いたところ、「夏祭りや盆踊り」という人の割合が最も

高く92.0％、次いで、「地域運動会」という人の割合が高く57.0％となっています。 

前回調査と比較すると、比較可能な行事や催しにおいては、大半が行ったことのある人

の割合が上昇しており、特に、「田植え・稲刈り体験」（＋22.7 ポイント）、「地域運動会」

（＋13.8 ポイント）、「コミセンまつり」（＋11.1 ポイント）で、行ったことのある人の

割合が上昇しています。 

図表 III-50 行ったことのある行事や催し[複数回答] 

92.0

36.8

38.9

14.8

57.0

30.1

3.1

5.4

6.0

36.5

9.1

28.8

8.5

4.7

2.1

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

83.7

30.6

27.8

14.0

43.2

26.8

5.1

6.5

3.4

13.8

8.5

22.4

8.4

5.8

1.5

4.4

7.0

3.9

14.6

12.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夏祭りや盆踊り

秋祭り

コミセンまつり

子どもカーニバル

地域運動会

おはなし会

子どもと本のまつり

紙芝居まつり・コンクール

小学生自然教室

田植え・稲かり体験

星を観る会

キャンプ（教学の森サマーキャンプ、らいとぴあ２１リト

ルウルフキャンプ

ペタンク大会

青少年文化祭

その他

行ったことがない

みのお川ウォーキング・アドベンチャー

みのおセッパラム

遊ぼう会

市民スポーツカーニバル

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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（４） 地域への愛着 

利用したり行ったことのある箕面市の施設を聞いたところ、「図書館（中央、東、桜ヶ丘、

西南、萱野南、らいとぴあ２１図書コーナー）」の割合が最も高く91.7％、次いで、「グリ

ーンホール（市民会館）やメイプルホール」（73.8％）、「総合運動場（市民プール、体育

館、テニスコート、武道館、野球場、スカイアリーナなど）」（73.3％）の順に高い割合と

なっています。 

図表 III-51 利用したり行ったことのある箕面市の施設[N=386；複数回答] 

27.7

73.8

91.7

34.5

48.7

73.3

24.4

42.5

53.6

2.8

35.2

0.8

3.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西南公民館や生涯学習センター（東、中央）

グリーンホール（市民会館）やメイプルホール

図書館（中央、東、桜ヶ丘、西南、萱野南、らいとぴあ２
１図書コーナー）

らいとぴあ２１（図書コーナー以外）やヒューマンズプラ
ザ

郷土資料館や文化・交流センター、消費生活センター
（みのおサンプラザ内）

総合運動場（市民プール、体育館、テニスコート、武道
館、野球場、スカイアリーナなど）

コミュニティセンター

キャンプ場（教学の森野外活動センター）

休日や放課後に開放された小・中学校の運動場、体育
館や四中開放教室

国際交流協会（豊川支所内）

みのおライフプラザ（箕面市立病院、総合保健福祉セン
ター　など）

１～１1の施設を「すべて利用したことがない」

その他

無回答
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箕面の自然の好きなところを聞いたところ、「秋には山の紅葉がきれいなところ」という

人の割合が最も高く80.6％、次いで、「夏にはホタルが身近でみられるところ」（52.3％）、

「猿や鹿が身近でみられるところ」（51.0％）の順に高い割合となっています。 

図表 III-52 箕面の自然の好きなところ[N=386；複数回答] 

26.4

39.1

51.0

52.3

80.6

8.0

5.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山や森でカブトムシなど昆虫がたくさんとれるところ

川や池で水遊びができ、魚とりができるところ

猿や鹿が身近でみられるところ

夏にはホタルが身近でみられるところ

秋には山の紅葉がきれいなところ

その他

特にない

無回答

 
 

箕面の自然や環境を守るためにしていることを聞いたところ、「ごみは必ず持ち帰るなど

気をつけている」という人の割合が最も高く65.5％、次いで、「ごみを出すときは分別し

て出すようにしている」という人の割合が高く51.0％となっています。 

図表 III-53 箕面の自然や環境を守るためにしていること[N=386；複数回答] 

25.6

65.5

40.2

51.0

41.5

42.7

21.8

2.1

7.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみにならないものを使うように気をつけている

ごみは必ず持ち帰るなど気をつけている

ごみをなるべく出さないように気をつけている

ごみを出すときは分別して出すようにしている

山の木や草花をむやみにとらないなど気をつけている

家で花や木を育てている

山、川、公園等の掃除などをおこなう地域での美化活動
に参加している

その他

特に何もしていない

無回答
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６． 考え方、気持ち 

（１） 困りごと、悩みごと 

今困っていること、心配なことを聞いたところ、「特にない」という人の割合が最も高く

38.1％となっています。困っていることや心配なことを回答した人の中では、「勉強や成

績のこと」（30.3％）、「友だちのこと」（20.2％）の順に高い割合となっています。 

前回調査と比較すると、「特にない」という人の割合が11.3 ポイント上昇しており、大

半の困りごとや心配ごとで回答している人の割合が低下しています。特に、「お金のこと」

（－10.1 ポイント）、「塾や習いごと」（－7.3 ポイント）という人の割合が低下していま

す。 

図表 III-54 今困っていること、心配なこと[N=386；複数回答] 

30.3

8.8

20.2

8.3

13.7

2.8

10.4

11.4

17.4

13.2

11.9

1.8

38.1

2.6

35.3

10.7

19.2

7.7

10.4

5.0

17.7

21.5

21.9

19.4

15.2

0.8

26.8

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強や成績のこと

家庭や家族のこと

友だちのこと

異性のこと

学校のこと

遊びのこと

塾や習いごと

お金のこと

自分の性格のこと

自分の容姿（顔や性格）のこと

からだや健康のこと

その他

特にない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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困ったとき、心配なときの相談相手を聞いたところ、「お母さん」（74.9％）、「友だち」

（68.1％）の割合が高く、次いで、「お父さん」の割合が36.8％と高くなっています。 

前回調査と比較すると、「お母さん」（＋12.4 ポイント）、「学校の先生」（＋11.2 ポイ

ント）、「友だち」（＋16.0 ポイント）の割合が上昇しており、「だれにも相談しない」とい

う人の割合は9.1 ポイント低下しています。 

図表 III-55 困ったとき、心配なときの相談相手[N=386；複数回答] 

36.8

74.9

11.4

23.3

3.6

18.1

3.9

68.1

0.5

1.0

1.6

1.0

6.2

1.3

30.4

62.5

9.5

21.1

3.6

6.9

3.5

52.1

0.9

0.9

0.9

1.4

15.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お父さん

お母さん

おじいさんやおばあさん

きょうだい

親せきの人

学校の先生

塾や習いごとの先生

友だち

地域のおじさんやおばさん、お兄さんやお姉さん

カウンセラー・相談員・医師

その他

相談する人がいない

だれにも相談しない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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（２） モラルに対する考え方 

モラルに対する考え方を聞いたところ、「⑨たばこを吸う」「⑩お酒を飲む」については、

「絶対にしてはいけない」という人の割合が高く8.5～9割となっています。また、「①授

業中、勝手に席を離れて、うろうろする」「⑤電車の中やコンビニの前などで地面に座る」

「⑧公共の場などで携帯電話の通話をする」「⑪学校帰りにコンビニなどに寄り道する」「⑫

他人の物を無断で使う」については、⑨⑩に比べると、「絶対にしてはいけない」という人

の割合が低く4～5.5 割にとどまっているものの、「してはいけない」という人とあわせる

と、7.5～9割となっています。また、「個人の自由である」という人の割合は、「⑥友だち

とゲームセンターやカラオケボックスに行く」「⑦友だちにアイスなどをおごる」で高く、

34.2％となっています。 

図表 III-56 モラルに対する考え方[N=386] 

50.8

54.9

42.0

29.0

23.6

37.8

90.2

86.5

55.4

55.2

36.5

28.5

28.2

36.5

29.3

34.2

46.9

42.7

6.7

5.7

42.5

20.2

38.9

23.3

17.1

21.0

4.1

11.9

3.9

2.6

13.5

5.7

11.9

34.2

19.4

20.5

0.8

0.8

0.5

1.0

1.3

4.9

0.0

8.8

7.8

2.1

2.3

1.3

1.8

2.1

0.8

5.7

4.9

0.5

2.6

3.9

3.9

3.9

3.6

5.2

1.6

1.6

1.6

1.6

1.8

1.0

1.6

1.3

1.0

1.0

1.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①授業中、勝手に席を離れて、うろうろする

②髪を染める

③化粧をする

④ピアスをする

⑤電車の中やコンビニの前などで地面に座る

⑥友だちとゲームセンターやカラオケボックスに行く

⑦友だちにアイスなどをおごる

⑧公共の場などで携帯電話の通話をする

⑨たばこを吸う

⑩お酒を飲む

⑪学校帰りにコンビニなどに寄り道する

⑫他人の物を無断で使う

絶対にしてはいけない してはいけない 個人の自由である しても良い わからない 無回答

 
 
 
 
 
 
 



221 

（３） 自分についての考え方 

自分の気持ちを分かってくれる人がいるか聞いたところ、「はい」の割合が最も高く

83.2％、次いで、「わからない」の割合が高く13.5％となっています。前回調査と比較す

ると、「はい」の割合は 14.1 ポイント上昇、「いいえ」の割合は 5.5 ポイント低下してい

ます。 

図表 III-57 自分の気持ちを分かってくれる人がいるか 

83.2

69.1

2.6

8.1

13.5

21.5

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

はい いいえ わからない 無回答

 
 

自分は幸せだと思うか聞いたところ、「はい」の割合が最も高く80.1％、次いで「わか

らない」の割合が高く17.1％となっています。前回調査と比較すると、「はい」の割合は

30.3 ポイント上昇、「いいえ」の割合は9.7 ポイント低下しています。 

図表 III-58 自分は幸せか 

80.1

49.8

2.1

11.8

17.1

37.0

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

はい いいえ わからない 無回答

 
 

他人にどう思われているのか気になる方か聞いたところ、「はい」の割合が最も高く

64.5％、次いで「いいえ」の割合が高く22.8％となっています。 

図表 III-59 他人にどう思われているのか気になる方か 

64.5

63.1

22.8

22.2

11.4

13.4

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

はい いいえ わからない 無回答
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家出したいと思ったことがあるか聞いたところ、「いいえ」の割合が最も高く60.4％、

次いで「はい」の割合が高く29.8％となっています。前回調査と比較すると、「はい」の

割合は12.2 ポイント低下、「いいえ」の割合は13.6 ポイント上昇しています。 

図表 III-60 家出したいと思ったことがあるか 

29.8

42.0

60.4

46.8

9.1

9.7

0.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

はい いいえ わからない 無回答

 
 

自分のことが好きか聞いたところ、「わからない」（40.9％）、「はい」（38.3％）、「いい

え」（19.4％）の順に高い割合となっています。前回調査と比較すると、「はい」の割合は

6.1 ポイント上昇しています。 

図表 III-61 自分のことが好きか 

38.3

32.2

19.4

18.1

40.9

47.6

1.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

はい いいえ わからない 無回答

 
 

何か１つでも自慢できることがあるか聞いたところ、「はい」の割合が最も高く74.9％、

次いで「わからない」の割合が高く16.1％となっています。前回調査と比較すると、「は

い」の割合は15.2 ポイント上昇、「いいえ」の割合は6.7 ポイント低下しています。 

図表 III-62 何か１つでも自慢できることがあるか 

74.9

59.7

7.0

13.7

16.1

24.8

2.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]

はい いいえ わからない 無回答
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（４） 将来の夢 

将来の夢を聞いたところ、「自分の好きなことや趣味に打ち込みたい」という人の割合が

最も高く51.0％、次いで、「自分の技術や能力を高めたい」という人の割合が高く31.3％

となっています。 

前回調査と比較すると、「地域や社会の役に立ちたい」（＋4.4 ポイント）、「多くの人と

出会いたい」（＋4.8 ポイント）、「身近な人との愛情を大事にしていきたい」（＋7.7 ポイ

ント）という人の割合が上昇しています。また、「有名になりたい」（－4.3 ポイント）、「特

にない」（－5.0 ポイント）という人の割合が低下しています。 

図表 III-63 将来の夢[複数回答] 

23.8

15.0

31.3

13.2

23.3

22.0

51.0

17.6

9.6

18.4

7.8

6.2

2.1

1.6

23.3

10.6

28.0

9.8

18.5

25.6

47.9

9.9

7.9

22.7

8.0

4.4

7.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困っている人を手助けしたい

地域や社会の役に立ちたい

自分の技術や能力を高めたい

感動できる体験をしたい

多くの人と出会いたい

お金持ちになりたい

自分の好きなことや趣味に打ち込みたい

身近な人との愛情を大事にしていきたい

人に自慢できることをしたい

有名になりたい

その日、その日をのんきに暮らしたい

その他

特にない

無回答

今回調査 [N=386]

前回調査 [N=1,268]
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将来の夢があると回答した人に、夢を実現するためにしている努力を聞いたところ、「勉

強をがんばる」（56.5％）、「友だちを大切にする」（56.2％）という人の割合が高くなっ

ています。 

前回調査と比較すると、「勉強をがんばる」（＋18.0 ポイント）、「友だちを大切にする」

（＋8.6 ポイント）という人の割合が上昇しており、「特に何もしない」という人の割合は

3.0 ポイント低下しています。 

図表 III-64 夢を実現するためにしている努力[N=372；複数回答] 

56.5

39.0

35.8

56.2

26.9

5.6

6.7

0.5

38.5

38.3

35.0

47.6

25.1

4.6

9.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強をがんばる

スポーツをがんばる

習いごとをがんばる

友だちを大切にする

いろんな本を読む

その他

特に何もしない

無回答

今回調査 [N=372]

前回調査 [N=1,157]

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




